義務教育における機会均等を確保するための国の責任に関する研究 by 金 相奎












審査員   ：主査  小松  茂久  早稲田大学教育・総合科学学術院教授   博士（学術） 
      副査  長島  啓記  早稲田大学教育・総合科学学術院教授 
      副査  水原  克敏    早稲田大学教育・総合科学学術院教授 博士（教育学） 




























- 2 - 
会を確保する方法を国の基準と見るか、それとも親の選択による学校教育の質の改善なら
びに多様な教育機会の提供と見るか見解が対立している。 
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現するための制度としての義務教育制度について詳細に論じている。 










 本論文の目次は，以下の通りである。  
 
序章  
  第 1 節 問題関心 
  第 2 節 本研究の目的及び課題 
  第 3 節 先行研究の考察 
  第 4 節 研究領域・方法及び構成 
  第 5 節 本研究の意義 
 
第１章 教育と機会均等 
  第 1 節 はじめに 
  第 2 節 理論的背景及び先行研究の動向  
  第 3 節 教育の機会均等の組織原理  
  第 4 節 韓国における義務教育と教育の機会均等  
  第 5 節 まとめ 
 
第２章 義務教育と国の責任 
  第 1 節 はじめに 
  第 2 節 義務教育制度の起源と展開  
  第 3 節 日本と韓国における義務教育の展開 
  第 4 節 義務教育制度の組織原理 
  第 5 節 まとめ 
 
第３章 公教育の再構造化と義務教育の課題  
  第 1 節 理論的背景 
  第 2 節 各国の教育改革 
  第 3 節 各国における学校選択制についての論点  
  第 4 節 考察 
  第 5 節 まとめ 
 
第４章 教育行政における政府間関係の変容と課題  
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  第 1 節 はじめに 
  第 2 節 教育委員会制度の変容過程  
  第 3 節 改正地方教育行政法の内容及び評価 
  第 4 節 教委の存廃をめぐる争点 
  第 5 節 まとめ 
 
第５章 設置者負担主義と義務教育における国の責任  
  第 1 節 はじめに 
  第 2 節 学校法第 5 条の再検討 
  第 3 節 義務教育費国庫負担制度と教育条件の整備  
  第 4 節 義務教育における国の位置付け  
  第 5 節 まとめ 
 
第６章 地方団体の教育費支出実態  
  第 1 節  はじめに 
  第 2 節 分析の枠組み及び分析データ  
  第 3 節 先行研究の動向 
  第 4 節 財政の地方分権改革をめぐる論点  
  第 5 節 都道府県における教育費支出の現状 





３．論文の概要   
 
 本論文の概要について、以下各章ごとに整理する。  














 第 2 章は、教育の機会均等を実現する義務教育制度の現代的意義は何かについて考察を






























































 第 5 章では、学校教育法第 5 条の設置者負担主義の意義と、義務教育において国が負う



























































































第 1 章では日本と韓国を、第 2 章では英米独仏日韓を、第 3 章では、英米日韓をそれぞれ
比較検討の対象として考察を加えている。こうした数カ国の動向を比較検討することは有
意義であり、その後の論述においても比較の視点を組み込んでもらいたかったが、第 4 章
以下は日本研究に終始してしまっている。部分的にであれ比較の視点を組み込んで分析を
行うことで、本論文の意義を高めることができたのではなかろうか。第二に、新自由主義
にもとづく地方の改革は、教育機会均等の観点から見た場合、いかなる意義と課題を生み
出しているのか、地域レベルの実態に即して検討することで本論文の価値を高めることが
できたのでなかろうか。第三には、各国の義務教育制度の成立と展開に関する考察におい
て、義務制と無償制を分けていっそう厳密に論ずることで本研究の学界への理論的な貢献
度が高まったのではなかろうか。こうした課題は残されているが、いずれの課題も本研究
の発展として位置づけられるものであり、これらを含めた今後の研究の進展に期待したい。 
  以上により、審査員一同の総合的な判断の結果、本論文は「博士（教育学）」を授与す
るに十分に値するものであるとの結論に達したので、ここに報告する。 
